
１．日時：令和 ４年２月１６日（水）　１４：００～１６：００

２．場所：広島西部山系砂防事務所　会議室（ＷＥＢ形式）

３．出席者

部会長：　森脇　武夫　【広島工業大学　教授】

委 　員：　半井　健一郎　【広島大学大学院　先進理工系科学研究科　教授】

委 　員：　伊木　剛二　【広島商工会議所　事務局長兼産業・地域振興部長】

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全 45件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ 3件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

1件

1件

2件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

1件

１件

工種

機械設備

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、広島西部山系砂防事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理
所、温井ダム管理所、中国技術事務所

計

造園

工種

一般土木

計

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会 （第１１回）
開催結果の概要



2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 42件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

22件

1件

2件

13件

1件

2件

41件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

1件

1件

（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 6件

＜審査業務件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公告・公示前審査）・・・

２）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 6件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

3件

土木関係建設
コンサルタント業務

3件

標準型 土木関係建設
6件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 2件 (R4.1.7　開札分)

・ 施工能力評価型 ・・・・・・ 2件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 該当案件なし

維持修繕

計

発注契約方式

橋梁補修

As舗装

該当案件なし

工種

維持修繕

総合評価型
簡易公募型

プロポーザル方式

工種

機械設備

受変電設備

一般土木

計

簡易型

計

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式



　総合評価審査委員会資料（抜粋）

 

 



資料－１

令和３年度　広島県第一部会（第１１回）

審査対象工事一覧表

令和４年２月１６日



◆公告前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧

※下表において、◎は重点審査工事を示す

③技能者
の従事計

画

⑤
ICT
活用

⑥
企業
の技
術力

⑦維
持工
事の
受注
実績

　
⑧
地
域
精
通

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア） イ） ア） ア） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク）

1
三次河川
国道事務
所

造園 － 公園

2
温井ダム
管理所

機械
設備

－ ダム

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度
（

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
制
度
）

評
価
型
区
分

難
易
度

技
術
者
の
能
力
等
　
計

　
　
備
　
　
考

令和４年度温井ダム放流設備機側操作盤他更新工事

同
種
工
事
の
工
事
成
績

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平
均
成
績

企
業
の
能
力
等
　
計

同
種
工
事
の
実
績

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

①施工体
制

同
種
工
事
の
実
績

④週休２日

週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

週
休
２
日
実
施
宣
言

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事名

⑨配置予定技術者の能力②企業の施工実績

施
工
体
制
確
認
型

施
工
体
制
を
除
く
全
て

加
算
点
の
合
計

施工計画

登
録
基
幹
技
能
者
又
は

建
設
マ
ス
タ
ー

有
効
な
新
技
術
の
活
用

工事概要

工事の特性

区
分

公
告
時
期
（

月
）

入
札
方
式

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
発
注
方
式

参加資格

下
請
表
彰
企
業
の
活
用

令和４年度備北丘陵公園施設修繕工事

賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
/
中
国
i
-

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
表
彰
/
安

全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
安
全
管
理
優

良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
（

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績



◆公告前の審査【チャレンジ型】対象工事一覧

※下表において、◎は重点審査工事を示す

ｱ） ｲ） ア） イ） ア） イ） ウ） エ）

1
三次河川国
道事務所

一般
土木

－
道
路

賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

令和４年度尾道・松江自動車道高野地区外整備工事

技
術
者
の
能
力
等
　
計

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

工事概要

参加資格

工事の特性

施工計画

加
算
点
の
合
計

施
工
体
制
を
除
く
全
て

①施工体制

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

同
種
工
事
の
実
績

②企業の施
工実績

　
　
備
　
　
考

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

継
続
教
育
（

Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

同
じ
工
種
種
別
の
２
年
間
の
平
均

成
績 企

業
の
能
力
等
　
計

④配置予定技術者の能力

区
分

工事名

公
告
時
期
（

月
）

入
札
方
式

評価
型区
分

難
易
度

施
工
体
制
確
認
型

③
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

20 70 ー1 1 － 2 2

令和３年度馬洗川畠敷地区堤防強化工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
堤
防

30 13 1

秋町地区　　工事延長　L=895.6m
　　河川土工
　　　掘削工　　　　　　　V=10,300m3
　　　盛土工　　　　　　　V=   130m3
　　　法面整形工　　　　　A=    80m2
　　　ドレーン工　　 　 　A=   511m2
　　　鋼矢板 　　　　　 　N= 　156枚
　　  法覆護岸工　　　　　A= 1,460m2
　　　構造物撤去工　　　　N=     1式

三次出張所管内（畠敷地区）における堤防の強化工事で
ある。

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

1
三次河川
国道事務
所

一般
土木

Ｃ
河
川

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

2
三次河川
国道事務
所

一般
土木

Ｃ
河
川

令和３年度江の川秋町地区堤防強化工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
堤
防

30 13 1

畠敷地区　　工事延長　L=919.8m
　　河川土工
　　　掘削工　　　　　　　V=25,000m3
　　　盛土工　　　　　　　V=   340m3
　　　法面整形工　　　　　A= 1,680m2
　　　ドレーン工　　 　 　A=   196m2
　　　アスファルト舗装工　A= 2,600m2
　　　構造物撤去工　　　　N=     1式

三次出張所管内（秋町地区）における堤防の強化
工事である。

1 1 － 2 2 20 70 ー

3
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度江の川上流三次管内維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
維
持
管
理

30 14 －

緊急時対応工　N=1式
堤防除草工　A=516000m2
堤防養生工　A=3000m2
河道整正工　V=500m3
護岸補修工　A=570m2
堤防天端舗装工　A=400m2

本工事は、三次出張所管内の一級河川江の川、馬
洗川、西城川、神野瀬川の維持修繕等を行もので
ある。

3 － － 2 1 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

5
三次河川
国道事務
所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

道
路

令和３年度鍵掛峠道路保賀谷地区第３改良工事

Ⅱ
型

Ⅱ
擁
壁
工

30 13 1
擁壁工　1式
仮設工　1式

擁壁工が主体の道路改良工事である。

1 － － 2 3 20 70

4
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度江の川上流吉田管内維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
維
持
管
理

30 14 －

緊急時対応工　N=1式
堤防除草工　A=414000m2
堤防養生工　A=400m2
河道整正工　V=200m3
護岸補修工　A=400m2
堤防天端舗装工　A=300m2

本工事は、吉田出張所管内の一級河川江の川の維
持修繕等を行ものである。

3 － － 2 1 20 70

6
三次河川
国道事務
所

Ａｓ
舗装

Ｂ
道
路

令和３年度国道５４号常友地区外舗装修繕工事

Ⅱ
型

Ⅱ
Ａ
ｓ
舗
装

30 14 1
切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ工
　約A=12,800m2

現道上で交通規制を伴う舗装修繕工事を行うもの
である。

1 1 － － 3 20 70

7
三次河川
国道事務
所

橋梁
補修

－
道
路

令和３年度国道５４号橋梁補修外工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 13 1

橋梁補修工１式
床版補修工１式
橋梁付属物工１式
現場塗装工１式
橋面防水工１式
舗装工１式

現道上で交通規制を伴う橋梁補修工事であり、一
般交通への安全対策を行いながら施工を行う。

3 － － 2 1 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 703 － － 2 1

令和4年度備北丘陵公園維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
公
園
維
持

30 14 －

舗装版撤去　　 A=2,300m2
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 　　A=3,500m2
区画線 　　　　L=2,400ｍ
転落防止柵　　 L=600ｍ
張ｺﾝｸﾘｰﾄ       A=100㎡
応急処理工     N=1式

公園利用者がいる中での作業となるため、公園利
用者の安全確保への配慮が重要である。

10
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
公
園

20 703 － － 2 1

令和３年度灰塚ダム維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　1式
除草工　1式
伐木工　1式
清掃工　1式
付属物設置工　1式

灰塚ダム管内におけるダム維持等を行うものであ
る。洪水時等の緊急時の対応が重要である。

9
三次河川
国道事務
所

維持
修繕

－
河
川

8
三次河川
国道事務
所

橋梁
補修

－
道
路

令和４年度尾道松江線北部保守工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

巡視・巡回工１式、舗装工１式、防護柵工１式、道
路付属施設工１式、道路付属物復旧工１式、道路照
明維持補修工１式、道路清掃工　１式、除草工１
式、応急処理工１式、構造物撤去工１式、仮設工１
式、除雪工１式

尾道松江線（松江自動車道）を安全かつ円滑に道
路交通を誘導するよう、適切な道路機能を維持す
るための日常管理作業を主とするものである。

1 － － 2 3 20 70

11
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度太田川己斐維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　１式　　　　訓練工　　　　１式
法面補修工　　１式　　　　構造物補修工　１式
護岸補修工　　１式　　　　根固め工　　　１式
付帯道路工　　１式　　　　付属物設置工　１式
清掃工　　　　１式　　　　応急処理工　　１式
堆積土砂撤去工１式　　　　土のう設置工　１式

己斐出張所管内における河川維持等を行うもので
ある。

3 － － 2 1 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

15
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度小瀬川維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　１式　　　　訓練工　　　　１式
法面補修工　　１式　　　　構造物補修工　１式
護岸補修工　　１式　　　　根固め工　　　１式
付帯道路工　　１式　　　　付属物設置工　１式
清掃工　　　　１式　　　　応急処理工　　１式
堆積土砂撤去工１式　　　　土のう設置工　１式

小瀬川出張所管内における河川維持等を行うもの
である。

3 － － 2 1 20 70

12
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度太田川大芝維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　１式　　　　訓練工　　　　１式
法面補修工　　１式　　　　構造物補修工　１式
護岸補修工　　１式　　　　根固め工　　　１式
付帯道路工　　１式　　　　付属物設置工　１式
清掃工　　　　１式　　　　応急処理工　　１式
堆積土砂撤去工１式　　　　土のう設置工　１式

大芝出張所管内における河川維持等を行うもので
ある。

3 － － 2 1 20 70

13
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度太田川可部維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　１式　　　　訓練工　　　　１式
法面補修工　　１式　　　　構造物補修工　１式
護岸補修工　　１式　　　　根固め工　　　１式
付帯道路工　　１式　　　　付属物設置工　１式
清掃工　　　　１式　　　　応急処理工　　１式
堆積土砂撤去工１式　　　　土のう設置工　１式

可部出張所管内及び高瀬堰管内における河川維持
等を行うものである。

3 － － 2 1 20 70

14
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和３年度太田川加計維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －

緊急時対応工　１式　　　　訓練工　　　　１式
法面補修工　　１式　　　　構造物補修工　１式
護岸補修工　　１式　　　　根固め工　　　１式
付帯道路工　　１式　　　　付属物設置工　１式
清掃工　　　　１式　　　　応急処理工　　１式
堆積土砂撤去工１式　　　　土のう設置工　１式

加計出張所管内における河川維持等を行うもので
ある。

3 － － 2 1 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

17
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

令和３年度太田川大芝管内河道掘削外工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

30 12 1

掘削工　　　V=48,000m3
残土処理工　N=1式
伐木除根工　A=10,000m2
仮設工　　　N=１式

大芝出張所管内において河道掘削等を行うもので
ある。

3 1 － 2 1 20 70

16
太田川河
川事務所

維持
修繕

－
河
川

令和４年度太田川管内堤防管理作業

Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 －
除草工　　　Ａ＝1,700千m2
植栽維持工　１式

一級河川太田川における堤防除草を行うものであ
る。

3 － － 2 1 20 70

18
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

令和３年度太田川可部管内河道掘削外工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

30 12 1

掘削工　　　V=48,000m3
残土処理工　N=1式
伐木除根工　A=20,000m2
仮設工　　　N=１式

可部出張所管内において河道掘削等を行うもので
ある。

3 1 － 2 1 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系五月が丘８号砂防堰堤工
事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防堰堤　１基（H=6.5m,L=40m）
　砂防土工 V=約300m3
  地盤改良工 V約=500m3
  法面工 A=約500m2
  コンクリート堰堤工 V=約1500m3
  取付護岸工 1式（護岸工等　V=約30m3）、
　取付護岸工L=15m
  砂防堰堤付属物設置工 １式
  道路土工 V=約300m3
  石・ブロック積（張）工 A=約200m2
　舗装工 A=約200m2
　排水構造物工 L=30m、
　防護柵工 L=30m
　仮設工　１式

本工事は、広島市佐伯区五月が丘地内において砂防堰堤
を施工するものである。

21
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｃ
砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系193-4渓流砂防堰堤工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防土工　　　　　　１式
法面工　　　　　　　１式
コンクリート堰堤工　１式
仮設工　　　　　　　１式

本工事は、広島市安佐南区山本町地内において砂防堰堤
を施工するものである。

20
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｃ
砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系193-1渓流砂防堰堤工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防堰堤　1基（H=9.0m、L=62m）
　砂防土工　１式
　　 （掘削工 V=約1,000m3、盛土工 A=約2,500m3）
　法面工　A=約1,000m2
  コンクリート堰堤工　１式
　　 （作業土工 １式、堰堤本体工　V=約3,500m3）
　仮設工　1式

本工事は、広島市安佐南区山本町地内において砂防堰堤
を施工するものである。

19
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｃ
砂
防



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系御幸川支川砂防堰堤工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防堰堤　1基（H=11m、L=48m）
　砂防土工　1式
　　（掘削工 V=約2,000m3、盛土工 V=約1,000m3）
　法面工　A=約1,600m2

コンクリート堰堤工　1式
（作業土工 1式、堰堤本体工 V=約2,200m3）

　仮設工　1式

本工事は、広島市西区田方地内において砂防堰堤を施工
するものである。

22
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｃ
砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系矢口川支川渓流遊砂地外
工事

Ⅱ
型

Ⅱ
流
路
工

30 13 1

砂防土工 １式
法面工 １式
流路工 １式
擁壁工 １式
道路土工 １式
舗装工 １式
排水構造物工　　１式
構造物撤去工　　１式
仮設工 １式

本工事は、広島市安佐北区口田南５丁目地内において遊
砂地を施工するものである。

24
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系八幡川支川砂防堰堤工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防堰堤　1基（H=7.5m、L=51m）
　砂防土工　1式（盛土工 V=約30m3）
　法面工　A=約600m2、

コンクリート堰堤工　1式
（作業土工 1式、本体堰堤工 V=約2,400m3）

　仮設工　1式

本工事は、広島市西区己斐上地内において砂防堰堤を施
工するものである。

23
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｃ
砂
防



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 701 1 － 2 2

令和３年度広島西部山系山本３号砂防堰堤外工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

砂防土工　１式
鋼製堰堤工　１式
橋梁上部工　１式
橋梁下部工　１式
道路土工　１式

本工事は、広島市安佐南区山本町地内において、砂防堰
堤等を施工するものである。

27
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度安芸南部山系背戸川支川渓流保全工外
工事

Ⅱ
型

Ⅱ
流
路
工

30 13 1

工事延長L=約１３０ｍ
（流路）
　砂防土工 V=約1,700m3
　法面工 A=約1,000m2
　床固工 A=約300m2
　帯工 V=約50m3
　流路護岸工 A=約300m3
　付属物設置工　1式
　仮設工　1式
（砂防堰堤）
　砂防土工　V=約300m3
　法面工　A=約500m2
　コンクリート堰堤工　V=約600m3
　排水構造物工　1式
　付属物設置工　1式
　仮設工　1式

本工事は、呉市天応西条３丁目地内において渓流保全工
等を施工するものである。

25
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防

20 701 1 － 2 2

令和３年度安芸南部山系大屋大川渓流第２管理用
道路工事

Ⅱ
型

Ⅱ
盛
土
工

30 13 1

道路土工　　　１式
法面工　　　　１式
舗装工　　　　１式
排水構造物工　１式
仮設工　　　　１式

本工事は、呉市焼山町地内において管理用道路を施工す
るものである。

26
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

30
弥栄ダム
管理所

維持
修繕

－
ダ
ム

令和３年度弥栄ダム維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 －

除草工　　　　　１式
堤防養生工　　　１式
清掃工　　　　　１式
植栽維持工　　　１式
応急処置工　　　１式

当該ダムは湖面利用が盛んであり、ダム湖内の流
木はその支障となるため、速やかに確実な回収が
必要である。

3 － － 2 1 20 70

29
土師ダム
管理所

維持
修繕

－
ダ
ム

令和３年度土師ダム維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 －

緊急時対応工　　１式　　　除草工　　約127,000m2
清掃工　　      １式　　　河川土工　　約3,000m3
堤防養生工　約3,000m2　　 防護柵工　　　　200m
コンクリート工　１式　　　撤去物処理工　　１式
仮設工　　　　　１式

土師ダムおよび周辺の維持管理を行うものであ
る。

3 － － 2 1 20 70

28
中国技術
事務所

受変電
設備

－
電
気

令和３年度中国技術予備発電機・受変電設備更新
工事

Ⅱ
型

Ⅱ
受
変
電
設
備

30 16 1

受変電設備　　　　1式
　予備電源設備（300KVA）
　　　　　　　　　　1台
　地下燃料タンク設備1式
　据付調整工　　　　1式
　配管配線工　　　　1式
　撤去工　　　　　　1式

中国技術事務所において受変電設備及び予備発電
機設備を更新するものである。

3 － － － － 20 70



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

31
温井ダム
管理所

維持
修繕

－
ダ
ム

令和３年度温井ダム周辺維持工事

Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 －

緊急時対応工　１式　　除草工　　　　１式
施設修繕工　　１式　　堤防養生工　　１式
路面補修工　　１式　　清掃工　　　　１式
植栽維持工　　１式　　応急処理工　　１式
仮設工　　　　１式

温井ダム管理所管内におけるダムの維持管理を行
うものである。

3 － － 2 1 20 70

32
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

令和３年度太田川観音新町地区高潮堤防他第２工
事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 13 1

工事延長L=約2000ｍ
　海岸土工（築堤盛土）約17,600ｍ3
　護岸工　　　　　　　約 3,600ｍ2
  護岸基礎工        　約 1,000ｍ
  舗装工　　　      　約 8,700m2
  仮設工　　　　　　　　   　1式

太田川放水路の観音新町地区における、高潮堤防の工事
である。

1 1 － 2 2 20 70 ー

33
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｃ
河
川

令和３年度小瀬川小川津地区築堤護岸他工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 13 1

施工延長　　 L=約150.0m
  河川土工　     V=15,000m3
  法覆護岸工　   A=3,500m2
  伐木除根工　　 　　　1式
  構造物撤去工　   　　1式

小瀬川小川津地区における築堤護岸の工事であ
る。

1 1 － 2 2 20 70 -

34
太田川河
川事務所

受変電
設備

－
河
川

令和３年度中市堰電源設備更新工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
電
気
通
信
設
備

30 18 1予備電源設備　　1式

機器主体の工事であるが、機器据付調整が含まれ
る。

1 － － － － 20 70 -



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 70 －1 - - 2 3

令和３年度鍵掛峠道路第７橋下部工事

Ⅱ
型

Ⅱ
Ｐ
Ｃ
橋
脚
・
橋
台

30 13 1

工事延長　　Ｌ＝300ｍ
　橋台工 　1式
　　　　　　　A1橋台　H=7．0m　深礎基礎
　　　　　　　A2橋台　H=9．1m　直接基礎
　仮設工　 1式

橋台2基を施工する工事である。

38
三次河川
国道事務
所

一般
土木

Ｃ
道
路

20 70 －1 - - 2 3

令和３年度太田川庚午地区耐震対策第５工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 13 1

矢板工 N=約210枚
捨石工 V=1,000m2
仮設工 1式

太田川放水路の庚午北地区における、耐震対策工
事である。

37
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

20 70 －1 - - 2 3

令和３年度太田川庚午地区耐震対策第４工事

Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
護
岸

30 13 1

矢板工 N=約220枚
捨石工 V=1,000m3
仮設工 1式

太田川放水路の庚午中地区における、耐震対策工
事である。

36
太田川河
川事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

河
川

35
太田川河
川事務所

機械 －
河
川

令和３年度太田川高瀬堰ゲート設備修繕工事

Ⅱ
型

Ⅳ
堰
ゲ
ー
ト
設
備

30 18 1

主ゲート（４号～６号）整備　　３門
　・主ローラ　整備　１式
　・予備ゲート設置・撤去　１式

既設堰のゲートの整備工事である。

1 － － － － 20 70 -



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点
入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除
く
数

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活

用

）

競争参
加資格
不可社

数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

工事概要

工事の特性

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

評
価
型
区
分

加　　　点

⑧
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹
技
能

者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.
区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

20 70 －1 1 - 2 2

令和３年度広島西部山系白石２号砂防堰堤工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1
砂防土工　１式
鋼製堰堤工　１式
仮設工　１式

大竹市白石地内において砂防堰堤を施工するもの
である。

41
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防

20 70 －1 1 - 2 2

令和３年度安芸南部山系深山の滝川渓流下流砂防
堰堤外工事

Ⅱ
型

Ⅲ
砂
防
ダ
ム

30 13 1

鋼製堰堤工　１式
前庭保護工　１式
取付護岸工　１式
仮設工　１式

本工事は、広島県広島市安芸区矢野町地内におい
て砂防堰堤を施工するものである。

40
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

Ｂ
＋
Ｃ

砂
防

20 70 －1 1 - 2 2

令和３年度尾道・松江自動車道竹地谷中第２改良
工事

Ⅱ
型

Ⅱ
カ
ル
バ
ー
ト
工

30 13 1

工事延長　　Ｌ＝1,000ｍ
　道路土工　　　 １式（掘削Ｖ＝１０，０００ｍ３）
　法面工  　　　 １式
　排水構造物工　 １式
　カルバート工　 １基（B6.9m×H7.4m）
　仮設工　　　　 １式

長大法面における掘削および函渠が主体となる道路改良
工事である

39
三次河川
国道事務
所

一般
土木

Ｃ
道
路



◆入札前の審査【チャレンジ型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

③
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

④
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

合
計

技術提案、施工計
画

【求めた技術提案】

技
術
資
料
提
出
者
数

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）
競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

評価点

備
考

評
価
型
区
分

難
易
度

加　　　点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－
河
川

チ
ャ
レ
ン
ジ
型

Ⅱ
河
川
維
持
管
理

30 － 5 5 40 －

令和３年江の川上流整備工事

河川土工14,000m3
堤防養生工500m2
舗装工1,000m2
付帯工1式
仮設工1式

一級河川江の川水系江の川、馬洗川、西城川、神野瀬
川の流下断面確保のための、河道内掘削、伐木作業及
び管理用通路の舗装工事等を行うものである。

工事名

工事概要

工事の特性



審査対象業務一覧表

令和４年２月１６日

資料－３

令和３年度　広島県第一部会（第１１回）



◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

－12

3

中国技術事務所

12
確実な診断を行うため
の、点検業者との合同現
地調査時における留意点

－

令和４年度中国管内道路構造物診断業務

土木関係建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

中国地方整備局管内のシェッド及び大型カルバートの既往点検結果を、点検要
領に基づき、対策区分の判定と健全性の診断を行うものである。

備　　　考
（ページ・番号）

提出された技術提案書の評価N0

公
示
時
期

（
月

）
満点

評価ウェート評価テーマ内容

参
加
表
明
者
数

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

技
術
提
案
提
出
者
数

技術提案書の評価

要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
者
等

事
　
　
由

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

2
水害リスクマップ作成に
おける各支川や内水対策
等を考慮する際の着眼点

事務所名

業務名

業務種別

業務概要

太田川河川事務所

令和３年度太田川・小瀬川流域水害リスク解析他検討業務

土木関係建設コンサルタント業務

太田川及び小瀬川における流域治水推進のための水害リスクマップの作成を
行う

1

太田川河川事務所

12
太田川水系における水門
改築を踏まえた費用対効
果分析の留意点

－

令和３年度大芝水門外事業評価検討業務

土木関係建設コンサルタント業務

太田川の大芝水門改築及び矢口川総合内水緊急対策事業における事業の効
果について費用対効果分析の検討、評価を行うものである。



◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

令和３年度広島西部山系山本地区砂防堰堤設計他業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、山本地区において砂防堰堤詳細設計等を行う業務である。
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広島西部山系砂防事務所
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※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。
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太田川河川事務所

12 ー － 1:1

令和３年度太田川・小瀬川護岸等変状調査評価業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、太田川・小瀬川の維持管理を適切かつ適正に遂行することを目的として、護
岸等河川管理施設の点検結果による変状等の程度を把握し、必要な対策工法等を検討
するものである。

2

太田川河川事務所

1 ー － 1:1

令和３年度三篠川樽原地区樋門詳細設計他業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は三篠川樽原地区における樋門詳細設計、護岸詳細設計及び地質調査を行うも
のである。


